
　田平町中央公民館で、第53回田平町相撲大会が
開催されました。
　田平町内の各地区から出場した、園児・学生
（小・中・高校生）・一般の部、平戸市内相撲クラブ
対抗の部など、総勢100人の力士が、土俵で熱い取
組を繰り広げました。
　また、会場では化粧まわしを身にまとった赤ちゃ
んたちの土俵入りも行われました。試合後は、焼き
そばとアイスクリームが振る舞われ、激戦の疲れを
癒しました。

白熱の土俵際９
５

　田平港一帯を会場に、「第44回たびら夏まつり
シーサイド花火大会」が開催されました。
　当日は多くの露店が軒を連ね、たくさんの来場者
で賑わいました。ステージでは、ダンスや太鼓、よ
さこいなどが披露され、会場を盛り上げました。
　例年は8月17日に開催されていましたが、今年
からは日程を変更しての実施となりました。会場と
なった田平港周辺や田平公園など、さまざまな場所
から夜空を彩る花火を観賞・撮影し、多くの人が夏
のひとときを満喫していました。　

華やぐ夏！たびら夏まつり８
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児童生徒の英語力向上のため

　新しく平戸市に赴任した外国語指導助手（ALT）が、
市長室を訪れました。着任したのは、左からローズ
マリー・サムシン・サラさん（スコットランド）、
キーガン・フーリーさん（南アフリカ）、クレア・デ
ニソン・アリスさん（アメリカ）、ヴィパシャ・ポー
ルさん（カナダ）、ウェイ　イー・テー・ウェイさん
（オーストラリア）の５人。
　学校での英語の指導や、イングリッシュキャンプ
などの他に、各国の文化を伝え児童生徒の異文化理
解を図る活動にも従事します。 

８
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　平戸総合運動公園ライフカントリーで、第2回
『キャプテン翼』CUP㏌平戸（比良戸）ジュニアサッ
カー大会が開催されました。
　漫画『キャプテン翼』のゆかりの地として、昨年に
続き2回目の開催となった今大会。平戸市内外から
12チームが参加しHIRADOFCが優勝を飾りました。
　原作者の高橋陽一氏や、サッカー元日本代表の久
保竜彦氏も参加するエキシビジョンマッチ、翌日は
久保氏のサッカー教室も行われ、子どもたちにとっ
て忘れられない２日間となりました。

憧れの漫画の舞台でキックオフ9 12
～ 13

　亀岡神社で、国指定重要無形民俗文化財「平戸神
楽」の後継者育成講習会が行われました。平戸神楽
が昭和32年「長崎県無形民俗文化財」に指定された
のを機に、「平戸神楽振興会」が設立され、以来、後
継者育成講習会を毎年開催しています。今年も、平
戸市・松浦市の神職５人が講師となり、子どもの部
は５人の後継者が、平戸神楽24番の中から基本的
な神楽の所作を学びました。
　参加した子どもたちは、「難しいけど、コツを掴
むことができたら楽しい」と話していました。

受け継がれる伝統の舞８ 20
～ 21

　木引田町商店街・みやんちょ商店街の一部で、第
86回軽トラ市が開催されました。今回の軽トラ市
では、夏休み工作教室が行われ、車の置物色塗り体
験や、オリジナル写真立て作りに子どもたちが挑戦。
それぞれ思いを込めた作品を作り、保護者の皆さん
も、子どもたちの取り組みを嬉しそうに見守ってい
ました。
　また、会場では、かき氷の振る舞いやガラポン抽
選会も行われ、夏休みらしい地域のにぎわいが広が
りました。

夢中でつくる夏の思い出８
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　平戸文化センターで健康づくり講演会が開催され、
「今日から始める身体づくり習慣」をテーマに、
NPO法人長崎ウェルネススポーツ研究センターの
阿南理事長が講師として登壇しました。
　講演では、意識して身体を動かすことで運動強度
が高まり、普段使わない部位をしっかり使うことが
できるといった、日常の中で取り入れられる身体づ
くりのポイントなどが紹介されました。
　参加者は講師と一緒に身体を動かし、楽しみなが
ら身体づくりの大切さを学びました。

楽しく学ぶ身体づくり９
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　田平南小緑の少年団が、「みどりの奨励賞（全国緑
の少年団連盟会長賞）」を受賞し、北海道札幌市で表
彰式が行われました。この賞は、自然環境の保全や
緑化活動に積極的に取り組む少年団に贈られるもの
で、長年続けてきた活動が高く評価されたものです。
　同少年団では、植栽活動をはじめ、生物観察や芋
ほりの収穫、グリーンウォークなどの自然と触れ合
う活動を重ね、環境学習に力を入れてきました。楽
しみながら自然への理解を深めてきた取り組みが、
今回の受賞につながりました。　※写真は６年生

みどりを育む子どもたち８ ６
～８
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